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テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
貧
し
い
家
が
村
の
六
、

七
割
も
あ
っ
て
、
わ
が
家
も
そ
の
中
の
一つ
で
あ
っ

た
。
体
が
弱
く
学
校
の
勉
強
も
嫌
い
だ
っ
た
が
、

な
ぜ
か
本
を
読
む
こ
と
だ
け
は
好
き
で
、
ほ
っ
と

す
る
居
心
地
の
よ
い
場
所
を
見
つ
け
た
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

　

小
学
四
年
の
担
任
で
図
書
ク
ラ
ブ
の
顧
問
を

し
て
い
た
先
生
が
、
一
年
前
倒
し
で
認
め
て
や
る

か
ら
図
書
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
ら
と
配
慮
し
て
く
れ

た
。
図
書
室
の
本
の
貸
付
、
破
れ
た
も
の
の
補

修
、
新
刊
本
の
ラ
ベ
ル
貼
り
、
誰
よ
り
も
先
に

読
め
る
こ
と
に
夢
中
で
ず
る
休
み
も
な
く
な
り

親
も
喜
ん
で
い
た
。

　

五
歳
年
上
の
中
学
生
の
兄
が
、
そ
の
年
の
夏

休
み
に
有
島
武
郎
作
の「
或
る
女
」と
い
う
本
を

借
り
て
き
た
の
で
、
兄
が
不
在
の
と
き
こ
っ
そ
り

読
み
始
め
二
日
で
読
み
終
え
た
の
だ
が
、
小
説
の

意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
ど
う
し
て
女
が
男
を
捨
て

て
他
の
男
に
走
る
の
か
。
そ
の
わ
け
を
誰
か
に
聞

く
こ
と
も
で
き
ず
、
中
学
に
行
っ
た
ら
図
書
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
真
っ
先
に
あ
の
本
を
も
う
一
度
読
ん
で

み
よ
う
と
決
め
た
。
四
年
後
に
再
び
貪
る
よ
う

に
読
ん
で
み
る
と
、
世
間
の
常
識
や
慣
習
を
無

視
し
た
自
由
奔
放
な
女
の
生
き
方
に
驚
き
、
思

わ
ず
憧
れ
の
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
さ
と
う
・
あ
き
お　

宮
城
県
図
書
館
長
）

佐
藤　

明
男

思
い
で
の
一
冊
の
本

特集

現在常設展でご紹介している江戸時代の鳥
類図譜『禽譜』に描かれている鳥を，実物と
ほぼ同じくらいに拡大し，２階壁面に期間中
掲示しています。（展示のご案内は４ページ
をご覧ください）

《叡智の杜》レポート 移動特別展「きらめく叡智と美のしずく展」を開催しました

　平成21年３月18・19日の両日、県庁2階講堂で「移動特別展『き
らめく叡智と美のしずく展－未来へ伝えるみやぎの文化財－』」を
開催しました。これは宮城県図書館が平成10年3月に現在地の
泉区紫山に移転開館してから10年が経ったことを記念して行っ
たものです。
　移転開館後、本館では、伊達文庫等の貴重な郷土の歴史資料を
活用した「22世紀を牽引する叡智の杜づくり事業」を平成16年度
から実施してきました。展示会では、平成20年度までの事業の
成果として、『坤輿万国全図』『仙台領国絵図』などの古絵地図、『禽
譜』『魚蟲譜』などの博物学資料をはじめとした国や宮城県の指定
を受けた文化財レプリカを多数展示したほか、事業のあゆみにつ
いても広く県民の皆さまに公開し、本館への理解を深めていただ
きました。
　また、展示に先だって、「ふるさとみやぎに息づく日本のこころ」
と題して、本館館長による特別記念講座を３回にわたって開催し
ました。

みやぎ資料室へようこそみやぎ資料室へようこそみやぎ資料室へようこそ
I N F O R M A T I O N

　佐藤明男館長が講師を務め、全３回の講座を行います。皆様のご参加
をお待ちしています。
●日　時　（１）「アテルイとは何者？」（終了しました）
　　　　　（２）「モｳレとは何者？」
　　　　　　　８月29日（土）午後１時30分から午後３時まで
　　　　　（３）「北方進出を急ぐヤマトの意図は何？」
　　　　　　　９月26日（土）午後１時30分から午後３時まで
●会　場　宮城県図書館２階　ホール養賢堂
●参　加　事前申込不要です。当日、会場にお越しください。
●問い合わせ　企画協力班(１階)　電話　022-377-8444

館長講座「ヤマトの進出とエミシの抵抗からみた
みちのくの歴史再発見」を開催します

　歴史ブームと言われますが、興味深いのは戦国時代だけではありませ
ん。江戸時代に入ってからの学問・文化の発展・成熟には目を見張るも
のがあります。今回は、江戸の始まり頃から、幕末の気配が漂う頃までに
作成された資料のレプリカを展示しています。
まず見て楽しんでいただき、作成された背景や学問的な価値を知って、
江戸時代と郷土宮城県に思いをはせていただければと思います。
●期　間　平成２1年10月31日（土）まで
　　　　　（図書館開館日の午前９時３０分から午後５時まで）
●場　所　宮城県図書館２階　展示室
●問い合わせ　企画協力班(１階)　　電話　022-377-8444

常設展「みやぎの貴重書レプリカ展」を開催中です
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本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第 8代館長・大槻文彦編著による
日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』（1889～1891年刊
行）に由来する。

題字　作家・高田　宏 氏さとう・あきお。宮城県図書館長。1946年宮城県生ま
れ。1969年山形大学文理学部卒業後宮城県庁に入庁。東
北自治研修所講師、宮城県公務研修所教授、財団法人宮
城県建築住宅センター理事長を経て、平成21年４月より
現職。著書に『地方分権事始め』『新たな地方法人課税
の実現に向けて』など。また、千城央（ちぎ・ひさし）
の筆名で『ゆりかごのヤマト王朝』（本の森）を執筆。
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